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的
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
た
い

と
考
え
、
ご
み
袋
値
下
げ
の
提
案

を
し
た
。
今
後
も
ご
み
袋
の
価
格

に
つ
い
て
広
域
組
合
で
の
協
議
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。

企
業
と
自
治
体
の
社
会
的

責
任
・
大
型
量
販
店
の
役

割
に
つ
い
て

問

雇
用
・
勤
労
者
の
福
祉
充
実

な
ど
企
業
の
地
域
社
会
貢
献
を
定

め
た
商
業
振
興
基
本
条
例
に
照
ら

し
て
大
型
量
販
店
の
役
割
を
問

う
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
つ

い
て
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

が
、
長
時
間
・
過
密
労
働
な
ど
の

実
態
を
調
査
し
、
し
か
る
べ
き
措

置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答

大
規
模
な
集
客
力
を
持
つ
大

型
店
の
出
店
は
住
民
の
購
買
意
識

を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
地
域
商

業
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
た

め
、
地
域
に
根
差
し
た
様
々
な
地

域
貢
献
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

飯
　
尾
　
　
　
暁 

議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

市
民
の
く
ら
し
の
支
援

策
・
ゴ
ミ
袋
代
に
つ
い
て

問

無
料
の
自
治
体
含
め
本
市
の

価
格
は
県
下
で
突
出
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
家
計
へ
の
負
担
が
増
加
。

市
民
要
望
が
依
然
強
い
中
、
自
宅

介
護
・
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
も

必
要
。
引
き
続
き
値
下
げ
努
力
を

行
う
と
い
う
当
局
の
姿
勢
だ
が
、

そ
の
条
件
は
熟
し
て
い
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答

有
料
袋
導
入
自
治
体
は
平
成

23
年
度
時
点
で
32
で
あ
っ
た
が
、

野
田
市
と
君
津
市
が
一
定
枚
数
配

布
後
有
料
と
な
り
、
御
宿
町
が
平

成
24
年
10
月
に
月
額
制
か
ら
有
料

袋
制
に
改
正
さ
れ
た
た
め
、
現
在

無
料
の
市
町
村
数
は
19
と
な
っ
て

い
る
。
県
内
の
価
格
状
況
は
大
サ

イ
ズ
40
ℓ
の
平
均
価
格
で
41
・
４

円
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
経
済

人
口
増
加
の
た
め
の
施
策

に
つ
い
て

問

茂
原
市
の
人
口
が
増
加
す
る

よ
う
な
施
策
の
実
行
が
必
要
と
考

え
る
が
、
人
口
の
増
加
に
つ
い
て

の
認
識
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答

今
後
の
人
口
動
向
は
市
政
発

展
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
、
減
少
傾
向
に

あ
る
本
市
の
人
口
対
策
に
つ
い
て

検
討
会
議
を
設
置
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
具
体
的
な

施
策
の
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い

る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
次
期
３
か
年
実
施
計
画
に

施
策
と
し
て
盛
り
込
み
、
初
年
度

で
あ
る
平
成
26
年
度
当
初
予
算
に

反
映
し
て
い
き
た
い
。

前
　
田
　
正
　
志 

議
員

（
も
ば
ら
21
）

圏
央
道
開
通
の
効
果
に
つ
い
て

問

圏
央
道
木
更
津
東
Ｉ
Ｃ
か
ら

東
金
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
が
４
月
に
開
通
し

た
が
、
開
通
後
の
利
用
台
数
、
経

済
効
果
に
つ
い
て
の
分
析
と
そ
の
評

価
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答

利
用
台
数
は
開
通
後
１
カ
月

間
の
日
平
均
で
、
東
金
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～

茂
原
北
Ｉ
Ｃ
間
で
約
５
９
０
０

台
、
茂
原
北
Ｉ
Ｃ
～
茂
原
長
南
Ｉ

Ｃ
間
で
約
５
８
０
０
台
、
茂
原
長

南
Ｉ
Ｃ
～
市
原
鶴
舞
Ｉ
Ｃ
間
で
約

７
０
０
０
台
、
市
原
鶴
舞
Ｉ
Ｃ
～

木
更
津
東
Ｉ
Ｃ
間
で
約
１
万
１
０

０
０
台
で
あ
る
。
経
済
効
果
に
つ

い
て
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
の
県
内
に
お
け
る
代
表
的
な

観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
の
利
用
者

は
約
83
万
人
、
前
年
度
比
約
３
割

増
で
開
通
効
果
に
よ
る
影
響
と
考

え
て
い
る
。

答

給
食
費
に
つ
い
て
は
幼
稚

園
、
小
学
生
は
１
食
２
７
０
円
で

年
間
約
５
万
４
千
円
、
中
学
生
は

１
食
３
１
５
円
で
年
間
約
６
万
３

千
円
で
あ
り
、
全
額
を
無
料
と
し

た
場
合
、
合
わ
せ
て
約
６
９
０
０

人
分
で
年
間
約
４
億
円
の
財
源
が

必
要
と
な
る
。
学
校
給
食
法
で
食

材
費
は
保
護
者
が
負
担
す
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
の
で
現
行
通
り

行
っ
て
い
き
た
い
。

無
認
可
保
育
所
に
つ
い
て
は
平

成
22
年
度
か
ら
保
育
士
、
調
理
員

の
細
菌
検
査
費
用
を
補
助
し
て
い

る
。
現
状
で
は
待
機
児
童
が
生
じ

て
い
な
い
の
で
、
私
立
の
認
可
保

育
所
並
み
の
補
助
は
難
し
い
が
、

他
市
の
状
況
等
を
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。


